
平成28年度『キラリと光る地域ビジネス創造事業』
むらづくり総合推進事業（地域力緊急対策）

使いやすい制度が人気！Ｈ27年度は60件の申請

住宅リフォーム補助金制度住宅リフォーム補助金制度

13 広報せきかわ　2016・４月号

　村では、平成22年度からみなさんのアイデアを活かした地域課題の解決や地域活性化を図るため

「キラリと光る地域活性化事業」を実施、これまで様々な事業が実施されてきました。

　今年度からは、皆さんのアイデアで、「雇用対策」「若者定住」「産業育成」による地域活性化を図

るため、地域に根差した新事業立ち上げを応援する「キラリと光る地域ビジネス創造事業」に生ま

れかわります。

　今までにない発想での新たなビジネスに挑戦してみませんか？

　◆募集〆切　　５月31日（火）

　◆対 象 者　　コミュニティ・集落・企業・任意団体など（当村に活動拠点があること）

　◆対象事業　　「雇用対策」「若者定住」「産業育成」による新たな事業

　◆補 助 金　　総額700万円（補助率100％以内）

　◆審 査 会　　６月予定

　　　　　　※詳しい日時などは、今後の広報せきかわでお知らせします。

【問い合わせ・申請先】総務課企画財政班　☎６４－１４７６

みなさんの事業創造を応援します！

住宅リフォーム補助金制度
　村では、村内の住宅関連産業を中心とした地域経済の活性化を促進するため、

村内の施工業者によって個人住宅のリフォーム工事（改修・補修・修繕）を行

う村民を対象に補助金を交付します。

補助対象となる工事費
　補助対象額が10万円以上のリフォーム工事です。

補助金の額
　補助対象額の10％に相当する金額で、上限額は10万円です。

　ただし、リフォームを機会として下水道等に接続（加入）する場合は、

20％（上限額20万円）まで引き上げます。

補助対象の主な条件
・村に住所登録をしていること（Ｕターン予定者でも場合によっては可）

・村税などを滞納していないこと

・村内施工業者が行うリフォーム工事であること

※この補助金を受けたことがある方も対象としますが、２年連続で補助金は受けられません。

補助対象とならない工事
・新築、増築工事

・店舗や倉庫、車庫などの非居住部分

・耐震改修など他の補助金制度と重複する工事

使いやすい制度が人気！Ｈ27年度は60件の申請

《問い合わせ先》◆事前相談　　建設環境課　地域整備班　☎６４−１４７９
　　　　　　　　◆書類申請　　総　務　課　企画財政班　☎６４−１４７６

最高

20万円

平成28年度『キラリと光る地域ビジネス創造事業』
むらづくり総合推進事業（地域力緊急対策）



14広報せきかわ　2016・４月号

　新入学（園）シーズンを迎え、新たに通学・通園を始める子どもたちとともに、二輪車などの
交通量も増加します。ドライバーも歩行者も一人ひとりが交通ルールを守り、交通安全を心掛け
ましょう。

4月6日から15日は『春の全国交通安全運動』
～  ゆずり合う  やさしいマナーに  春の風  ～

●子どもと高齢者の交通事故防止

●後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと   
　チャイルドシートの正しい着用の徹底

●自転車の安全利用の推進

●飲酒運転の根絶

●歩行者の保護

●歩行者の保護（新潟県の重点）

　平成27年中、県内では歩行者の交通
事故が711件発生し、歩行者が39人亡
くなっています。

・横断歩道等では『歩行者が優先』で
　あることを再確認しましょう。
・夕暮れ、夜間に車を運転する場合は、
　原則として、上向きライトを活用し
　ましょう。4月10日は「交通事故死ゼロを目指す日」

運動の重点
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︵
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︶
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す
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す
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＊
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。
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＊
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＊
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５
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。
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　一般会計では、国の緊急経済対策のための補

正予算を4,719万円計上したほか、いずれの会

計も決算を見通した補正予算となっています。

■一般会計（第７号）
　《補正額》　2,350万円を減額

　《総　額》　50億1,300万円

■国民健康保険事業特別会計（第４号）
　《補正額》　1,040万円を追加

　《総　額》　7億9,010万円

■国民健康保険関川診療所特別会計（第１号）
　《補正額》　100万円を減額

　《総　額》　6,240万円

■介護保険事業特別会計（第３号）
　《補正額》　40万円を減額

　《総　額》　10億3,521万円

■宅地造成特別会計（第１号）
　《補正額》　10万円を減額

　《総　額》　210万円

平成27年度補正予算
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︵
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課
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︵
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︵
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︶
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︵
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︵
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︵
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︶

▽
主
任
　

橋
　
強
︵
荒
川
分
署
︶
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︵
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︶
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︼
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︵
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︼
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